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小学校では、平成３２年度から新学習指導要領が全面実施となります。なかでも、小学校の外国語教
育の拡充については、先生方にとって大きな関心事の一つとなっています。小学校での外国語教育が円
滑に実施されるよう、必要な情報を提供します。

１ 新小学校学習指導要領における外国語教育のあり方（平成３２年度より全面実施）
学 年 教科・領域 目 標 年間時数

中学年 外国語活動
「聞くこと」「話すこと（やり取り）」「話すこと（発表）」を通してコ

３５単位時間
ミュニケーションの素地を養う。

高学年 外国語科
「聞くこと」「読むこと」「話すこと（やり取り）」「話すこと（発表）」

７０単位時間
「書くこと」を通してコミュニケーションの基礎を養う。

＊新学習指導要領から「話すこと」が、「話すこと（やり取り）」と「話すこと（発表）」の２つの領域に分かれます。

２ 移行期間について（平成３０・３１年度）
（１）取組み方

「①移行措置」と「②先行実施」があり、どちらかを選択して実施します。
やり方 時 数 扱う教材

①移行措置 第３学年
１５単位時間

「新教材(Let's Try ! 1)」
必ず実施します。 第４学年 「新教材(Let's Try ! 2)」
未履修に留意しま 第５学年

５０単位時間
「 Hi, friends ! 1 」及び「新教材（ We Can ! 1 ）」

す。 第６学年 「 Hi, friends ! 2 」及び「新教材（ We Can ! 2 ）」
②先行実施 第３学年 １６～３５単位時間 「新教材(Let's Try ! 1)」
「移行措置」以上の 第４学年 「新教材(Let's Try ! 2)」
内容を学習できま 第５学年

５１～７０単位時間
「 Hi, friends ! 1 」及び「新教材（ We Can ! 1 ）」

す。 第６学年 「 Hi, friends ! 2 」及び「新教材（ We Can ! 2 ）」
＊「 Hi,friends 」➪現行学習指導要領に対応した教材で、現
在、高学年で使用しているもの（文部科学省作成）

＊「新教材」➪新学習指導要領に対応した教材で、移行期

間中に使用するもの（文部科学省作成）

なお、中学年用の「新教材（ Let's Try ! 1･2 ） 」は、移行
期間後も使用します。

（２）学習内容
①「移行措置」の場合
学年 領域 内 容 備 考

【新学習指導要領の内容の一部】 『 小 学 校 ・ 中学校
中学年 外国語活動 高学年との接続の観点から必要最低限の内容と、教育課程の編成・

それを活用して行う言語活動を中心に取り扱う。 実施の手引き
【現行学習指導要領の内容及び －Ｑ＆Ａ－移行措

新学習指導要領の内容の一部】 置編』参照

高学年 外国語活動
外国語活動の内容に加えて、外国語科の内容を ☟

扱う。外国語科の内容については、中学校との接 島 根 の 教 育 情 報
続の観点から必要最低限の内容と、それを活用し web 「 EIOS 」 に掲
て行う言語活動を中心に取り扱う。 載中です。

＊高学年は、新学習指導要領の内容を一部扱いますが、「外国語活動」として実施します。

＊「先行実施」の場合は、「移行措置」よりも多くの内容（新学習指導要領）を指導することができます。

高学年は、「聞くことができる」「話すことがで

きる」など定着を目指す教科として外国語科を

実施します。「読むこと」「書くこと」は定着まで求

めず、慣れ親しむ活動を行います。ただし、ア

ルファベットについては読んだり、書いたりでき

るなどの定着まで求めます。

中学年は、外国語の音声に慣れ親しんだり、

外国語と日本語の音声などの違いに気付いた

り、コミュニケーションを楽しむ活動中心の外国

語活動を実施します。活動を通して、思いやり

の心や社会性など集団生活に必要な素地を養

っていきます。
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②「年間指導計画の参考例」を参照
県教育委員会では、「年間指導計画の参考例」（「移行措置用」「先行実施用」「複式学級用」）

を作成しました。年度別・学年別に学習内容を示していますので、参考にしてください。

【平成３０年度 ６年生 年間指導計画（移行措置用）】

第６学年の学習内容
（新学習指導要領の内容）

第６学年の学習内容
（現行学習指導要領の内容）

第５学年の学習内容
（新学習指導要領の内容）

第６学年の学習内容
（新学習指導要領の内容）

「新６」⇒新教材（６年用） 「移行措置」として必ず実施する
「新５」⇒新教材（５年用） ５０単位時間分を選んでいます。
「 HF ２」⇒ Hi, friends ! 2 」（６年用）

（３）評 価
現行学習指導要領に基づいて評価を行います。
学年 評価の観点 指導要録の記載場所

中学年 ３観点に基づいた文章記述 「総合所見」の欄
・「気付き」 ＊市町教育委員会の対応により異なります。

高学年 ・「慣れ親しみ」 現在使用している「外国語活動」の欄
・「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」

【年間指導計画（参考例）作成の視点】
平成３２年度の全面実施に向けてスムーズに移行できるように、「移行措

置」の内容をすべて網羅して作成しています。
そのため、第４～６学年については、それぞれ前の学年で学習しておかな

ければならない内容も含まれています。

ある小学校で外国語活動の授業が公開され、 この先生の発言のように、外国語活動の授業を

参観されていた中学校の先生が、授業を見終わっ 経験されている先生の多くが、「外国語活動は、学

た後、以下の感想を述べていました。 級づくりのツールとして活かせる。」と実感していま

「子ども達がＡＬＴに積極的に話しかけている姿を す。

見て感心しました。なによりも、学級全体に活気が 移行期間の２年間で、より多くの先生方に、学

あり、助け合って活動している子ども達は、すごい 級づくり、人間関係づくりに活かせる外国語活動

と思いました。コミュニケーションの素地が小学校 の授業を行っていただきたいと思います。コミュニ

できちんと養われていて素晴らしかったです。中 ケーションの素地とは何かを理解いただけると確

学校で、さらにコミュニケーションの基礎を育てて 信しています。

いかなければならないと思いました。」 出雲教育事務所 指導主事 荒瀬幸子
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